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経

持尋

言合?

叢
第
四
十
六
巻

第
六
時
抗

(
壇
場
揖
覇
胃
七
持
大
輔
)

昭
和
十
三
年
六
月
夜
行

="、
言爾

叢

箱
館
に
於
げ
る
快
之
口
問
貿
易

本

庄

楽

治

良日

ー
籍

館

の

開

港

(4)
ベ
リ

1
来
航
常
時
の
外
人
に
封
ず
る
態
度
。

安
政
元
年
正
月
ベ
リ

1
は
再
度
我
園
に
渡
来
し
た
が
、
=
一
月
二
十
一
日
下
回

へ
赴
き
た
る
後
箱
館
を
視
察
せ
ん
と
し
、
四
月
十
日
廿
ザ
ン
ト
ン
・
ヴ
ア
ン
ダ
リ
ア
・
マ
セ
ド
=
ア
の
一
二
艦
は
下
回
を
愛
し
て
箱
館
に

向
ひ
(
十
五
日
箱
舘
着
)
、
十
七
日
に
は
、
ペ
リ
I
自
ら
ボ

l

ハ
タ
ン
・
ミ
シ
シ
ッ
ピ
ー
を
傘
ゐ
て
下
回
を
護
し
、
二
十
一
日
箱
館
に
着
い

た
。
と
れ
よ
り
前
米
雄
渡
来
の
報
あ
る
や
松
前
藩
の
驚
偶
一
方
友
ら
守
、
家
老
松
前
働
側
叶
尚
崇
殺
・
用
人
遠
藤
叉
左
衛
門
喜
典
以
下

属
史
教
人
を
箱
舘
に
遣
は
し
熔
接
の
任
に
営
ら
し
む
る
こ
と
と
し
、
そ
の
際
、
市
在
の
人
民
に
封
し
米
艦
渡
来
に
闘
し
心
得
ぺ
き
鯛

書
を
費
し
た
が
、
営
時
は
外
人
を
以
て
夷
狭
鵡
せ
る
際
の
と
と
と
て
、
婦
女
小
児
は
近
村
へ
逃
れ
し
め
、
牛
・
酒
・
央
服
物
・
小
間
物
共

箱
館
に
於
け
る
訣
乏
品
貿
易

第
四
十
六
巻

l¥. 

五
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六
披
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第
六
競

他
大
切
の
口
問
を
隠
匿
せ
し
め
、
港
に
は
船
舶
の
出
入
を
禁
じ
、
陪
に
は
馬
の
出
入
を
止
め
、
海
に
面
す
る
戸
障
子
を
閉
ぢ
て
日
貼
を

た
さ
し
め
、
併
事
葬
迭
を
も
制
限
し
、
箱
館
山
神
悌
の
参
請
を
禁
守
る
等
の
庭
置
を
な
し
た
。

そ
の
燭
蓄
は
首
時
の
欣
況
や
外
人
に

か
〈
て
米
艦
入
港
の
営
時
は
市
民
は
如
何
な
る
珍

事
の
起
る
べ
き
や
左
憂
慮
し
、
戸
を
鎖
し
て
閉
息
し
、
市
中
は
恰
も
火
の
消
え
た
如
き
欣
態
で
あ
っ
た
と
い
ふ
。

謝
す
る
態
度
を
知
る
に
使
で
あ
る
か
ら
、
長
丈
一
を
厭
は
や
左
に
全
文
を
掲
げ
る
。

慨

書

先
頃
武
州
紳
奈
川
沖
え
枝
被
の
凶
器
利
加
側
、
知
肋
間
決
見
世
度
旨
申
立
有
之
候
由
、
右
に
付
て
は
込
々
入
津
の
枝
も
難
計
候
。
依
て
心
符
向
兼
て
申

波
供
問
急
皮
相
守
可
申
快
。

一
一
血
あ
利
刑
制
ん
H

川
沖
合
に
初
見
え
伶
仰
合
間
取
U
J
次
第
、

町
λ
町二
hλ
河
川
人
見
共
、
同
千
く
役
所
日
山
銘
守
恥
り
の
均
所
へ
駈
付
可
曲
i

候
。

例
、
瓜
筋
に
寄

D
、
御
合
園
凪
栄
候
向
も
可
有
之
候
問
、
市
中
に
て
受
縦
、
盤
木
を
打
、
端
々
迄
告
可
申
事

一
呉
闘
船
渡
来
の
筒
演
法
へ
桜
山
、
或
は
屋
根
上
位
守
へ
登
り
見
物
致
し
候
儀
竪
〈
不
相
成
旨
、
乗
て
被
仰
出
有
之
、

一
同
心
得
居
候
管
に
候
え
と
も
、

盟
国
組
剥
加
舶
の
儀
は
別
段
之
儀
杯
と
心
待
選
い
た
し
、
見
物
に
出
候
て
は
以
の
外
の
事
に
候
。
若
右
様
不
埼
の
者
有
之
候
に
於
て
ほ
申
聞
の
有
無
に

不
拘
、
取
押
入
ヰ
可
申
什
候
。

一
一
郎
塾
利
加
舶
滞
問
中
は
人
夫
相
勤
候
も
の
ム
外
、
商
用
た

nJ
共
小
舶
に
て
乗
出
し
候
義
は
勿
論
、
海
遊
へ
罷
出
俳
細
い
た
し
候
齢
、
堅
〈
御
制
止
被

仰
向
候
。
若
心
得
遣
の
者
於
有
之
は
、
保
令
英
知
へ
近
寄
不
申
候
正
も
見
門
川
川
次
第
取
押
入
牢
可
申
付
候
。

一
首
澗
居
合
の
船
は
大
小
と
も
此
節
よ
り
不
残
沖
の
日
役
所
よ

H
内
澗
の
方
へ
繰
入
、
相
互
に
も
宇
ひ
を
取
、
並
龍
〈
船
繋
い
た
し
居
、
沖
合
へ
異
船

相
見
え
候
御
合
国
次
第
、
船
頭
共
は
川
町
中
伐
取
締
銘
々
元
舶
に
乗
組
居
、
若
無
徐
儀
用
事
有
之
、
橋
般
に
で
陸
地
へ
往
復
D
節
は
卿
街
よ
り
神
の
口

役
所
へ
回
出
可
申
候
。
近
々
入
津
の
掛
々
も
、
右
の
長
ム
ロ
に
い
た
し
可
申
候
。
自
分
勝
手
に
碇
を
入
れ
、
張
り
掛
り
な

y-
致
候
儀
不
利
成
勿
論
、
具

知
退
帆
無
之
内
は
出
入
堅
〈
不
相
成
候
問
、
自
他
之
船
頭
共
え
船
主
州
市
一
M
共
よ
り
念
度
可
申
渡
候
。
高
一
異
園
人
共
澗
懸
の
帆
町
々
~
漕
寄
候
儀
有
之

候
共
決
て
不
取
合
、
早
々
元
知
へ
莱
蹄
り
候
様
手
民
似
に
て
相
詠
し
近
付
け
申
間
政
は
勿
論
、
此
方
よ
り
橋
献
に
て
呉
船
へ
近
寄
ら
ざ
る
様
下
手
白

司静

函館直史、 229-237頁、新撰北海道史、第二巻';94--598頁



者
共
へ
般
敷
可
申
付
候
。
若
心
得
準
。
も
り
於
有
之
は
早
々
取
押
入
牢
可
申
付
候
。

一
軍
墨
利
加
畑
下
回
へ
相
越
候
節
も
上
陸
の
儀
決
て
不
相
成
旨
、
従
公
謹
被
仰
渡
有
之
、
彼
等
も
上
院
ボ
致
趣
申
立
候
由
に
候
得
共
、
下
回
神
州
中
は

度
々
上
陸
い
た
し
、
尤
も
説
妨
は
不
致
候
得
と
も
、
所
々
俳
伺
い
た
し
狽
に
人
家
へ
立
入

p
食
物
等
請
求
品
、
或
は
婦
女
子
に
日
を
掛
け
小
児
を
愛
し

寺
院
杯
に
は
長
座
い
た
し
候
由
相
関
え
候
得
ば
、
常
協
へ
入
舶
の
上
は
上
院
も
可
致
哉
。

候
由
に
候
問
、
高
一
上
院
の
上
は
不
法
の
儀
有
之
哉
も
難
計
、
殊
に
至
て
短
気
の
生
れ
付
に
て
、
明
に
で
も
彼
等
白
意
に
さ
か
ら
ひ
候
得
ぼ
立
腹
致

一
控
亜
墨
利
加
白
者
共
は
婦
人
を
目
が
け
其
上
慾
心
深
〈

し
候
由
、
高
々
一
方
位
干
の
所
よ
り
争
端
を
聞
き
候
様
白
儀
有
之
候
て
は
、
従
公
設
厚
〈
被
仰
蓮
候
御
趣
意
に
相
援
れ
恐
入
事
に
候
問
、
如
何
様
の
儀

有
之
候
と
も
穣
に
申
合
、
さ
恥
ら
ひ
巾
開
放
候
。
右
に
付
被
仰
向
候
語
、
町
々
婦
人
小
児
之
伎
は
犬
好
。
市
之
渡
最
誹
花
々
に
て
親
類
身
寄
有
之
向

は
早
々
引
移
可
申
告
に
供
品
ど
も
、
左
伎
俳
山
は
数
多
の
御
百
般
桁
別
混
雑
い
た
し
不
一
方
難
J
h
k
主
候
問
、
立
退
の
川
田
+γ

一
御
猶
像
被
成
下
候
は
ほ
老

斎
に
不
抑
、
姉
人
共
は
一
切
外
出
不
ぬ
致
、
品
川
中
度
取
締
候
様
収
討
中
段
段
、
町
年
寄
北
(
申
立
の
趣
無
像
儀
相
聞
え
供
に
何
、
願
之
遁
被
仰
例
候
他
府
、

銘
々
一
厚
〈
心
得
、
不
束
の
儀
無
之
様
殻
敷
可
申
付
候
。
高
一
御
手
数
の
品
出
来
候
簡
は
重
き
御
各
可
被
仰
付
候

一
山
脊
泊
近
逸
・
築
島
・
桝
形
其
外
品
抽
出
演
・
七
重
演
等
は
場
末
に
て
何
分
不
安
堵
に
も
有
之
、
且
人
家
も
タ
く
候
得
ば
、
夜
分
拓
狩
-R
上
陸
の
程
も
難
計

候
問
、
婦
女
子
の
分
は
老
若
と
も
不
残
、
男
子
に
で
も
十
二
三
歳
以
下
白
者
を
最
寄
山
の
手
法
へ
所
縁
を
求
め
、
近
々
の
内
早
々
錦
立
退
可
申
候
。

尤
難
瀧
の
者
え
は
相
臆
白
御
手
首
可
被
下
直
候
問
、
町
役
人
共
よ
P
可
申
立
候

一
御
城
下
詑
在
々
、
江
差
溢
又
は
他
国
よ
り
相
越
、
逗
留
い
た
し
居
候
も
白
共
、
取
調
の
上
、
早
々
用
事
筋
相
片
付
、
蹄
郷
銘
致
可
申
候
。
別
て
逸
民

世
の
も
白
は
早
く
怨
立
掠
可
申
候

一
黒
船
滞
留
中
は
牛
飼
の
者
共
、
新
館
市
中
説
海
岸
迭
の
村
方
へ
、
牛
に
て
諸
荷
物
運
設
い
た
す
間
敷
候
は
勿
論
、
演
遠
近
、
吉
野
山
へ
放
し
候
儀
竪
〈

不
相
成
候
。

一
決
薪
背
物
煩
は
日
用
品
の
事
故
、
近
在
よ
り
馬
に
て
附
出

L
候
義
は
不
官
候
得
共
異
人
共
馬
の
蔭
を
見
掛
候
は
ピ
出
様
村
方
ま
で
附
越
ひ
、
如
何
の

儀
有
之
候
て
は
不
宜
候
に
付
、
異
人
共
上
隙
の
様
子
承
り
候
は
ピ
馬
土
日
以
在
々
の
者
共
は
途
中
よ
り
早
々
引
返
し
可
申
、
又
用
済
に
て
婦
村
白
人
馬

も
同
様
相
心
得
、
申
蓮
候
迄
は
市
中
に
住
居
可
申
候
。

箱
館
に
於
け
る
依
乏
品
貿
易

第
四
十
六
巻
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六
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四

一
沼
の
儀
は
異
人
共
殊

m
外
好
物
の
曲
、
珊
に
で
も
呑
せ
候
得
ば
手
荒
の
偽
有
之
由
に
候
問
、

一
切
目
に
か
ふ
ら
ぬ
様
悉
〈
痕
入
い
た
し
、
柳
に
で
も

陪
先
へ
差
置
申
問
敷
、
尤
も
萱
買
の
筒
は
議
内
に
て
取
扱
可
申
候
。

制
、
滞
船
中
は
居
酒
屋
一
切
停
止
の
事

一
呉
服
府
小
間
物
自
等
は
取
片
付
世
可
申
、
尤
も
餅
菓
子
其
外
草
履
草
粧
等
の
買
物
は
庖
先
へ
差
世
候
て
も
不
菅
候
得
E
も
、
彼
等
の
援
候
を
不
興
候

得
ぱ
不
本
意
に
存
己
、
自
然
角
立
候
様
の
儀
有
之
候
て
は
以
の
外
の
事
に
候
問
、
食
物
に
不
限
差
文
無
之
品
は
無
心
い
た
し
候
は
ピ
相
奥
へ
可
申
、

!!!' 才宇
崎返
し置2t
段 nh
内If i庄
市同
f民2)恨3
と
も、

一
肱
は
来
一
民
し
強
亡
差
出
候
様
子
に
候
は
じ
其
口
町
筑

P
位
、
早
々
町
役
所
へ
莞
出
可
申
候
。
遣
し
が
た
き
大
切
の
品
は
念

一
同
時
一
関
川
協
同
入
の
師
、

土
地
幻
様
子
を
試
候
た
め
亦
に
殻
砲
い
た
し
候
依
も
有
之
相
聞
に
什
で
は
、
距
離
利
加
附
止
で
も
阿
様
後
細
い
た
し
候
之
儀
に

可
有
之
候
問
此
段
兼
て
心
得
居
、
寓
一
右
様
の
儀
有
之
候
と
も
一
同
し
づ
重
り
府
可
申
、
若
心
得
遣
い
た
し
騒
立
候
者
無
之
様
下
々
の
者
共
空
で
能

々
相
識
可
申
候
。

一
市
中
端
々
に
至
る
迄
、
海
面
見
渡
し
の
佐
居
向
は
何
れ
も
戸
障
子
へ
念
度
締
り
を
付
け
、
建
合
の
鹿
へ
は
目
張
年
い
た
し
置
、
決
て
覗
き
見
い
た
す

間
敷
候
。
砦
蔦
一
心
待
選
い
た
し
二
階
格
子
畑
出
し
等
よ
り
沖
合
又
は
異
人
上
陸
い
た
し
候
節
差
覗
候
も
白
於
有
之
は
取
押
入
牢
可
申
付
候
。

一
火
の
元
白
儀
は
鯛
蓮
候
迄
も
無
之
、
何
れ
も
心
を
用
ひ
候
儀
に
は
候
得
ど
も
、
猪
又
一
際
念
入
可
申
、
且
夜
分
は
無
提
灯
に
て
往
来
不
相
成
候
間
小

前
下
々
へ
も
申
付
、
異
船
滞
留
中
は
別
て
取
締
向
行
届
候
様
可
致
候
。

一
年
同
悌
事
相
常

p
候
と
も
異
船
剤
師
印
刷
中
は
差
延
可
申
、

且
高
一
新
喪
有
之
候
簡
は
葬
品
誌
等
格
別
手
軽
に
致

L
、
男
子
計
に
て
夜
分
物
静
に
墓
所
へ
葬

詮
可
致
候
。
屯
轟
口
も
右
に
準
じ
穏
使
に
相
瞥
か
可
申
候
。

一
異
舶
.
滞
刷
同
中
は
観
音
・
薬
師
・
愛
宕
・
七
面
等
の
山
々
に
有
之
候
神
悌
へ
参
詑
致
し
候
儀
堅
〈
御
差
止
被
仰
出
候
。

一
品
菅
曲
所
作
に
い
た
し
候
者
に
て
も
具
僻
滞
留
中
は
竪
〈
御
差
止
被
何
出
候

一
異
船
滞
期
間
中
市
中
に
於
て
不
夜
間
風
説
は
堅
〈
致
す
間
敷
候

方
の
遁
被
仰
出
候
保
堅
〈
相
守
、
下
々
に
至
る
迄
相
識
可
申
候
。
若
心
得
遣
の
者
於
有
之
は
営
人
は
不
及
申
、
名
主
年
寄
町
代
親
類
組
合
迄
、
急
度
御

四月二十四日頃米艦水夫等が松屋勇吉正いふ雑貨陪で種々の品物を買入れた
様子で、網干害遁りにも行かなかったらしい。(阿EFI健娠、箱官官開港史話、北海
道郷土史研究、 299頁)
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各
被
仰
付
候
問
、
其
旨
相
心
得
、
殻
敷
可
申
付
候
。

右
之
趣
在
所
不
洩
様
可
被
相
澗
候

寅
四
月

五
月
二
日
の
一
隅
山
城
主
松
前
崇
庚
か
ら
蝦
夷
地
出
張
の
目
付
へ
の
届
書
の
一
節
に
は
『
営
所
の
取
扱
提
餐
茜
快
か
ら
や
、
婦
人
小
児

杯
一
人
も
見
え
不
申
、
盛
岡
人
を
恐
れ
逃
去
候
は
L
早
速
呼
寄
可
申
庭
共
義
も
無
之
、
右
に
て
は
絶
て
和
親
の
意
無
之
殊
之
外
立
腹

致
し
居
』
云
々
と
あ
っ
て
、
営
時
の
有
様
を
推
察
し
得
る
が
、
ベ
リ
1
遠
征
記
に
も
、
ペ
リ
ー
が
箱
館
を
去
る
に
営
り
、
『
函
館
の
役

人
や
人
民
等
一
般
の
厚
情
主
親
切
と

κ満
足
の
意
を
表
し
た
が
、
一
家
K

の
戸
は
依
然
と
し
て
間
ぢ
ら
れ
、
姉
女
は
影
を
ひ
そ
め
て
ゐ

る
か
ら
、
函
館
の
住
民
建
は
今
弘
前
ア
メ
リ
カ
人
K
疑
心
を
抱
い
て
ゐ
る
と
見
え
る
と
認
う
た
』
と
あ
る
。
十
二
月
の
箱
館
町
年
寄

よ
り
箱
館
奉
行
へ
の
伺
書
の
一
節
に
も
『
先
般
ア
メ
リ
カ
人
渡
来
之
節
は
市
中
不
一
方
恐
懐
仕
、

E
狼
籍
之
程
も
難
計
候
一
一
付
、
婦

人
小
児
共
は
夫
々
在
方
ね
策
立
退
、
或
は
一
関
わ
取
隠
し
申
付
候
得
共
、
此
度
は
如
何
取
計
可
申
哉
』
と
あ
り
、
同
月
十
一
日
箱
館

奉
行
問
鰯
に
は
『
異
国
胎
渡
来
之
節
は
異
人
ね
御
法
度
御
一
不
し
相
成
、
共
上
役
々
取
締
い
た
ず
に
付
、
安
心
い
た
し
商
責
い
た
す
べ

し
。
勿
論
婦
女
小
児
立
退
に
不
及
候
得
共
、
狼
に
出
歩
行
或
は
見
物
等
は
無
用
可
致
義
』
と
令
し
て
ゐ
る
。
以
て
営
時
の
外
人
に
針

す
る
態
度
を
知
る
べ
き
で
あ
る
が
、
越
え
て
三
年
五
月
三
日
の
箱
館
奉
行
の
老
中
へ
の
上
申
書
の
冒
頭
に
は
「
昨
年
以
来
停
泊
之
異

人
共
滋
歩
之
度
々
折
々
市
庖
に
て
酒
共
外
取
出
し
、
市
中
迷
惑
及
候
義
も
有
之
候
得
共
、
最
初
は
市
人
も
相
避
候
庭
、
再
度
之
義
に

付
今
年
に
至
り
候
て
は
自
ら
相
押
れ
此
程
は
児
女
子
も
恐
怖
い
た
さ
や
、
異
人
も
情
熱
相
成
候
に
か
放
活
相
増
し
』
云
A

と
あ
る
か

ら
、
共
後
に
長
け
る
外
人
に
封
す
る
態
度
の
品
変
化
を
見
る
と
と
が
出
来
る
。

箱
館
に
於
け
る
依
乏
ロ
間
貿
易

第
四
十
六
巻

第
六
競

五
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箱
館
に
於
け
る
依
乏
ロ
m
貿
易

第
四
十
六
巻

第
六
競

六
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O 

(
ロ
)
官
時
の
外
図
姑
に
到
す
る
取
扱
方
。

か
く
て
ペ
リ
ー
は
箱
館
湾
内
を
測
量
し
、
時
員
は
屡
上
陸
し
た
が
、

元
年
五
月
八
日

抜
錨
し
て
箱
館
主
去
っ
た
。
ま
た
八
月
晦
日
に
は
露
園
の
プ

1
千
ア
千
ン
が
箱
館
に
来
り
、
船
員
も
上
陸
し
、
九
月
八
日
退
帆
し
た
。

か
く
の
如
く
に
し
て
外
国
艦
船
の
来
往
を
見
た
が
、
十
月
二
十
二
日
箱
館
奉
行
よ
り
老
中
へ
何
の
上
、
十
二
月
二
十
九
日
に
決
定
せ

る
箱
館
港
捻
主
百
は
次
の
如
く
で
あ
っ
て
、
官
時
の
外
図
般
に
劃
す
る
態
度
及
取
扱
を
見
る
に
足
る
で
あ
ら
う
。

:IiE 

一
、
此
訟
に
入
州
々
は
沖

ω
口
幹
所
前
井
品
組
問
川
見
放
戸
拍
輔
の
外
出
入
を
許
さ
f
r
M
事

一
、
所
用
あ
ら
は
沖
の
口
帯
別
に
主
り
申
出
へ
き
事

一
、
制
中
火
之
之
品
川
悦
人

h
申
立
供
は
L
A

作
所
有
合
之
口
同
は
来
行
附
よ
り
相
践
す
べ
し

但
、
相
割
を
以
贈
答
井
買
買
は
不
相
成
候
事

一
、
奉
行
所
の
差
聞
を
不
符
し
て
上
除
い
た
す
ま
し
曹
事

一
、
寺
院
市
中
等
遊
歩
い
た
し
候
節
、
往
来
之
外
、
備
向
人
家
井
道
な
き
所
へ
立
入
間
敷
事

一
、
海
上
に
て
吾
邦
の
船
へ
近
っ
き
街
買
い
た
す
ま
し
き
事

一
、
船
々
此
港
内
に
で
護
抱
い
た
す
ま
し
き
事

右
之
臨
時
々
相
守
へ
し

月

日

箱

館

f丁

奉

日
米
和
親
像
約
は
周
知
の
如
く
元
年
三
月
三
日
に
調
印
さ
れ
た
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
箱
館
は
二
年
三
月
か

ら
開
港
せ
ら
れ
る
こ
と
に
友
っ
て
ゐ
る
。
そ
の
他
の
閣
の
僚
約
に
つ
い
て
は
突
の
如
く
で
あ
ヂ
。

(
ハ
)
開
港
の
時
目
。
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英
日
長
崎
に
て
調
印
せ
る
一
冗
年
八
月
二
十
三
日
の
倹
約
に
よ
り
、
箱
館
は
綿
督
此
港
退
帆
の
日
よ
り
五
十
日
を
経
て
開
港
す
る
と
と

に
定
め
ら
れ
た
。

露
H

下
回
に
て
調
印
せ
る
元
年
十
二
月
二
十
一
日
の
傑
約
に
よ
り
、
箱
館
は
篠
約
書
震
取
替
の
日
よ
り
三
ヶ
月
後
に
至
り
之
を
開
く
。

二
十
一
日
取
谷
川
問
。

蘭
リ
一
冗
年
十
月
十
日
の
老
中
建
に
よ
り
繭
闘
の
た
め
箱
館
に
於
て
快
之
口
同
供
給
を
認
め
た
。

開
港
前
の
槻
忍
晶
供
給

(4)
供
給
品
。

前
惑
の
如
く
開
港
の
時
期
は
固
有
で
あ
る
が
、
蕊
に
は
主
と
し
て
針
米
開
港
の
日
た
る
安
政
二
年
三
月
以
前
九
世

俄
り
に
開
港
前
と
し
て
論
述
す
る
。

さ
て
箱
舘
は
二
年
三
月
よ
り
薪
水
食
料
品
を
供
給
し
、
深
民
の
扶
助
収
容
の
た
め
に
開
港
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
が
.
扶
之
品
供
給
の
事
賓
は
、
銃
に
ベ
リ
l
来
航
の
際
に
も
行
は
れ
て
ゐ
た
。
却
ち
元
年
四
月
二
十
二
日
の
松
前
伊
一
旦

宇
の
周
書
に
よ
る
も
、
鮮
魚
青
物
類
薪
水
等
を
俳
給
し
て
ゐ
る
。
尤
之
は
捨
奥
の
形
式
を
採
り
、
米
般
か
ら
も
之
に
謝
し
て
酒
・
羅

紗
・
煙
草
等
を
賄
っ
た
。

五
月
九
日
の
松
前
伊
豆
守
に
針
す
る
老
中
指
令
の
中
に
も
、
亜
米
利
加
胎
へ
の
挨
拶
I

ど
し
て
「
薪
水
食
料
開

乏
之
品
相
渡
可
申
段
、
江
戸
表
政
府
A
O

逮
有
之
に
付
・
共
趣
に
取
計
可
申
』
云
k

と
い
ひ
、
営
時
虹
叫
に
快
乏
口
聞
の
供
給
は
認
め
ら
れ
で

ゐ
た
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
七
月
二
十
五
日
の
箱
館
奉
行
よ
り
老
中
へ
の
伺
の
中
に
も
『
亜
器
利
加
舶
・
り
薪
水
食
料
飲
乏
之
白
山
波
方
之

一
穂
箱
館
は
法
部
且
は
渡
海
之
揚
所
に
も
御
蔵
候
問
、
全
く
所
有
合
之
品
は
給
し
可
申
、
共
徐
他
凶
よ
り
取
寄
相
渡
候
儀
は
仕

間
敷
』
と
あ
っ
て
、
其
土
地
に
有
合
す
る
品
物
に
限
り
供
給
す
る
定
め
で
る
つ
も
ん
と
と
が
明
か
で
あ
る
。

イ義
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箱
館
に
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け
る
依
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銃
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露
園
使
節
プ
1
チ
ア
千
ン
は
八
月
晦
日
に
箱
館
に
来
っ
て
薪
水
食
料
を
求
め
た
。
九
月
朔
日
の
彼
我
の
劃
話
書
の
中
に
出

此
方
『
昨
日
領
主
家
来
井
通
詞
等
へ
口
上
に
で
薪
水
食
料
被
申
受
度
旨
被
申
出
候
、
右
船
中
欠
乏
之
義
と
被
存
候
問
、
有
合
候
ロ
聞
は
夫
々
、
岩
盤
可
申
候
』

彼
方
『
難
有
承
知
仕
候
、
右
品
々
代
料
を
以
貰
受
申
度
、
委
細
は
昨
日
之
書
簡
中
に
有
之
候
、
右
之
外
に
刻
庫
川
十
斤
申
受
度
候
』

と
あ
り
、
九
月
六
日
の
針
話
書
の
中
に
も

彼
方
『
昨
日
魚
類
御
贈
被
下
候
庭
、
州
中
多
人
数
に
て
引
足
不
申
候
ユ
付
、
何
回
百
斤
御
贈
り
被
下
候
様
願
候
』

此
方
ヲ
柏
山
類
は
此
頃
甚
不
漁
に
候
得
共
、
骨
川
町
有
A
M
丈
収
制
今
日
中
可
差
治
候
』

彼
方
『
布
之
外
大
根
今
山
げ
し
御
贈
り
被
下
肢

s==:;， 

と
あ
っ
て
鋲
舶
に
劃
し
て
も
紋
乏
口
聞
を
供
給
し
た
と
と
が
明
か
で
あ
る
。
前
日
時
人
が
箱
鉛
に
上
陸
し
て
市
中
を
緋
禍
し
た
る
上
.
聞
読

寅
・
謄
椀
友
ど
を
求
め
、
そ
の
代
僚
と
し
て
銀
筆
一
市
干
を
差
置
い
て
行
っ
た
記
事
も
る
も

以
上
は
米
露
雨
般
に
劃
す
る
絞
乏
口
問
供
給
の
事
例
で
あ
る
が
、
以
上
の
方
法
は
一
般
的
に
も
遁
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
元
年
間

七
月
の
箱
館
奉
行
へ
の
老
中
下
知
献
の
中
に
は
『
約
俊
之
船
渡
来
之
筒
は
、
随
分
卒
穏
に
可
取
計
之
、
薪
水
食
料
並
に
闘
乏
の
品
渡

方
等
は
船
中
の
様
子
見
計
、
正
路
に
取
計
、
狽
之
儀
無
之
様
可
申
付
候
.
密
身
具
園
人
と
親
み
直
商
棄
致
す
も
の
於
有
之
者
、
念
皮

可
庭
罪
科
事
』
と
い
ひ
、
同
年
十
二
月
十
一
円
問
屋
共
へ
の
箱
館
奉
行
遣
の
一
節
に

L

『
前
身
御
鯛
の
通
沖
合
に
て
実
関
州

h
直
貰
買
等
は
決
て
い
た
す
間
政
候
』

『
具
人
共
寓
一
此
方
之
船
伝
来
寄
、
品
物
等
無
心
申
掛
候
共
、
御
法
度
之
旨
相
断
、
不
可
遣
・
若
押
て
品
物
持
行
候
殿
、
代

mJ
品
等
差
置
候
儀
も
有
之
候

は
込
早
々
沖
之
口
番
所
作
訴
出
可
受
差
岡
事
』

と
あ
り
、
前
惑
の
一
箱
館
総
抗
書
の
一
ケ
僚
に
も
『
船
中
飲
乏
之
口
問
役
人
ね
申
立
候
は
込
山
品
所
有
合
の
品
は
奉
行
所
よ
り
相
渡
す
べ
し
、

同上、 5II-512買。何514，528-5.30頁にも阿様の記事がある。
同上、 563頁
向上、 609-6II頁(九月二十五日)
同上.補遺9頁
向上巻八、 331頁
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但
相
針
を
以
て
隔
地
答
並
寅
買
は
不
相
成
候
事
』
と
あ
っ
て
、
快
乏
口
問
供
給
の
方
法
は
極
め
で
明
確
で
る
る
。
印
ち
般
中
紋
乏
日
間
供
給

の
依
積
あ
ら
ば
、
営
所
有
A
口
の
品
は
奉
行
所
よ
り
渡
す
と
と
、
町
人
の
直
一
貫
買
を
許
さ
宇
、
海
上
に
て
諦
貿
易
を
た
す
べ
か
ら
ざ
る

こ
と
等
で
あ
っ
丸
、
共
後
屡
識
は
せ
ら
れ
て
ゐ
る
異
図
船
渡
来
の
節
の
心
得
方
に
も
、
以
上
の
と
と
は
常
に
繰
返
さ
れ
て
ゐ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

安
政
一
苅
年
夏
亜
足
利
加
人
が
差
出
し
た
金
銭
高
の
合
汁
ほ
千
六
百
六
十
四
同
一
分
と
銭
七
百
八
十
八
丈
共
他
若
干
で
あ
り
‘
米
人

へ
川
京
地
せ
し
品
物
は
、
帯
地
・
令
一
欄
・
縮
Mm
・
木
綿
共
他
の
次
類
出
向
桝
・
重
箱
・
硯
蓋
・
丸
八
五
・
塗
歪
・
木
枕
・
木
合
…
等
の
崎
町
下
物
類
、
土
瓶
・
茶

山
例
・
猪
口
@
鉢
・
肌
等
の
細
川
戸
物
類
、
柳
行
本
γ
硯
ふ
芋
怒
川
作
文
立
a

印
諮
市
民
十
円
十
入
・
傘
・
郎
市
下
等
の
荒
物
如
、
茶
・
干
鱈
・
肴
・
梨
子
・
市
川
伸
・
陣

摩
芋
・
る
め
・
白
砂
糖
等
の
食
物
類
に
及
び
、
北
ハ
数
量
も
相
営
豆
額
に
上
っ
て
ゐ
か
か
ら
、
所
謂
船
中
依
乏
口
問
の
名
の
下
に
小
規
模
の

貿
易
が
行
は
れ
た
こ
と
は
、
下
回
の
揚
合
に
於
け
る
と
同
様
で
あ
る
と
思
は
れ
る
。

外
関
舶
来
航
の
際
、
外
人
を
沖
之
口
よ
り
出
入
せ
し
め
、
休
息
所
を
同
所
賓
行
寺
北
谷
地
頭
佐
士
口
宅
、
七
重

「
名
)

潰
久
兵
衛
宅
と
し
‘
場
合
に
よ
り
高
龍
寺
・
稽
明
寺
を
も
休
息
所
と
し
、
ま
た
御
用
所
を
稽
明
寺
と
し
、
場
合
に
よ
り
山
問
屋
毒
兵
衛

宅
を
も
御
用
所
と
し
、
外
人
と
の
熔
接
所
は
伊
玄
寺
に
定
め
た
こ
と
は
、
十
一
一
月
四
日
の
箱
館
奉
行
建
に
よ
っ
て
明
か
で
あ
る
が
、

(
回
)
供
給
方
法
。

快
之
口
問
買
入
そ
の
他
は
御
用
所
又
は
休
息
所
に
於
て
行
は
れ
た
も
の
で
、
外
人
が
市
中
尉
先
に
て
見
立
た
品
物
も
一
一
際
御
用
所
へ
蓮

ば
し
め
て
取
引
せ
し
め
た
も
の
で
る
る
。
御
用
所
に
は
彼
等
の
需
要
す
べ
き
品
物
が
置
い
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
恰
も
下
回
の
歓
乏
所

と
同
様
で
あ
っ
た
と
思
は
れ
る
。
而
し
て
快
乏
口
問
責
渡
は
官
が
之
を
取
扱
ひ
、
商
人
と
の
私
の
取
引
を
許
さ
ピ
る
こ
と
に
友
っ
て
ゐ

る
が
審
員
際
は
箱
館
奉
行
が
用
達
商
人
を
指
定
し
て
之
を
取
扱
は
し
め
た
も
の
で
、
そ
れ
は
十
二
月
四
日
の
箱
館
奉
行
建
に
よ
っ
て
佐

箱
館
に
於
け
る
訣
之
品
貿
易

第
四
十
六
巻

第
六
競

九

丹、

元年十二月十六日頃の箱館奉行支四日組問aむの伺にも同様のと左が見えで居z
(向上、 371頁)
同上、 557-563頁
向上、巻八、 297頁。阿272頁参照

9) 

10) 



箱
館
に
於
け
る
快
乏
品
貿
易

第
四
十
六
巻

丹、

四

第
六
競

O 

藤
竿
兵
衛
・
山
田
屋
蕎
兵
衛
・
踊
烏
屋
嘉
七
・
酒
屋
八
郎
右
衛
門
の
四
人
の
者
が
用
達
商
人
を
命
ぜ
ら
れ
‘
下
問
去
の
相
場
に
准
じ
て
相

首
の
口
銭
を
掛
け
て
取
引
を
友
さ
し
め
た
も
の
で

b
る
。
か
く
の
如
き
御
用
所
に
h
明
け
る
取
引
の
事
例
は
屡
あ
ら
は
れ
て
ゐ
る
が
、

今
そ
の
一
例
と
し
て
、
二
年
二
月
の
米
舷
箱
館
碇
泊
中
日
記
の
二
月
十
五
日
及
二
十
四
日
の
俳
を
一
不
さ
ぽ
弐
の
如
〈
で
あ
る
。

『
一
、
(
前
略
)
午
下
刻
パ
ツ
テ

1
ラ
水
主
五
人
に
て
帆
町
長
ヱ
ヂ
ユ
ヲ
ル
ト
語
蹄
ヨ
ル
ネ
リ
ウ
ス
雨
人
沖
の
口
よ
P
上
降
、
暫
時
休
息
致
し
、
直
に
偲
御

用
所
山
間
諜
兵
衛
方

h
詰
越
、
其
前
政
寄
託
候
器
物
抑
制
熟
覧
い
た
し
、
入
用
之
品
相
剖
、
代
銀
三
百
五
十
二
枚
差
出
候
問
、
用
達
共
白
鋳
受
取
、

品
物
相
波
右
引
合
判
源
保
(
後
川
町
)

つ
遊
歩
之
箭
内
澗
町
翻
日
何
宅
に
て
梨
子
折
副
都
裂
に
付
、
沖
之
口
た
朕
寄
利
枝
、
代
飢
二
枚
品
在
日
供
問
・
刑
法
士
一
陀
銭
安
眠
候
事
』
〔
十
五
日
の
品
川
)

吋
一
、
今
口
上
刻
(
中
川
附
三
一
寸
人
は
上
除
、
町
々
例
制
い
た
し
御
用
問
川
ヨ
ロ
花
魁
l

代
ル
々
々
立
凶
4
4
民
、
器
物
湖
沼
町
出
可
相
求
、

H
布
中
に
て
脚
部
理
之
品

は
御
用
所
井
沖
之
口
白
立
寄
相
波
、
代
料
坂
引
勾
致
、
銀
銭
四
十
九
枚
用
達
止
下
役
受
取
、
御
役
所
佐
美
出
(
下
略
)
』
(
二
十
四
日
の
傍
)

ベ
リ

1
遠
征
記
に
は
『
毎
日
市
が
開
か
れ
、
色
々
友
日
本
の
欝
術
口
聞
や
製
造
口
聞
を
相
舷
の
値
段
で
千
に
入
れ
る
と
と
が
問
来
た
o
』

『
ア
メ
リ
カ
艦
隊
が
来
訪
し
た
際
に
は
或
る
寺
院
が
市
揚
に
る
て
ら
れ
た
』
と
あ
る
か
ら
、
御
用
所
に
占
お
け
る
取
引
と
問
様
の
事
柄
が

既
に
ベ
リ

1
来
航
の
際
に
も
行
は
れ
て
居
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
ま
た
右
の
記
事
は
下
問
の
訣
乏
所
の
こ
と
を
バ
ザ
ー
と

得
し
て
ゐ
た
と
と
と
考
合
せ
て
興
味
あ
る
事
柄
で
あ
る
。

開
港
後
の
観
乏
品
供
給

ベ
リ

1
来
航
以
後
箱
館
入
津
の
外
岡
舶
は
次
第
に
多
〈
友
っ
た
が
、
殊
に
一
一
年
一
一
一
月
の
開
港
以
後
は
一
居
頻
繁

と
た
っ
た
と
と
k
思
は
れ
る
。
そ
の
教
は
必
や
し
も
明
か
で
友
い
が
「
函
館
匝
史
」
に
よ
れ
ば
二
年
四
月
下
旬
よ
り
翌
三
年
四
月
上
旬

(4)
入
船
致
。

向上、巻八、 302頁
同七、巻九、 243，342頁
前掲書、 725，736頁
255頁

12) 

13) 
'4) 
1) 



ま
で
約
一
ヶ
年
聞
に
入
港
し
た
姑
拍
数
は
米
国
軍
艦
商
般
猟
結
合
せ
て
八
般
、
芙
岡
軍
総
商
般
合
せ
て
二
十
銀
、
悌
園
軍
脆
四
般
、
猪

逸
商
品
順
一
般
合
計
三
十
九
般
で
、
英
…
仰
の
軍
艦
多
き
に
反
し
て
露
園
の
艦
船
一
腹
も
来
ら
ざ
る
は
セ
バ
ス
ト
ポ
ー
ル
戦
争
(
げ
町
民
一
)

の
影
響
で
あ
る
と
い
ふ
。
ま
た
二
年
十
一
月
十
二
日
の
箱
館
奉
行
の
老
中
へ
の
何
警
の
中
に
は
『
異
聞
舶
之
義
、
箱
館
開
港
以
来
、

営
年
は
出
炭
と
も
六
十
般
徐
之
義
、
渡
来
別
て
頻
繁
に
有
之
』
と
い
ひ
叫
三
年
三
月
よ
り
六
月
に
至
る
箱
館
入
港
外
岡
崎
は
、
米
園

軍
艦
商
般
漁
結
合
せ
て
六
根
、
英
関
軍
艦
商
結
合
せ
て
十
二
陸
、
悌
園
軍
艦
二
鰻
合
計
二
十
般
と
な
っ
て
ゐ
恥
。

(
即
〉
供
給
口
問
。

か
く
の
如
く
入
品
船
舶
の
増
加
と
共
に
紙
芝
口
聞
の
供
給
も
盛
に
行
は
れ
た
。

そ
の
中
最
も
問
題
と
友
っ
た
の
は

牛
肉
の
供
給
で
あ
っ
た
。

i
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同
十
七
百
に
も
英
船
か
ら

家
鶏
等
を
求
め
ら
れ
『
営
所
に
は
無
之
』
と
て
之
を
断
り
、
牛
肉
に
謝
し
で
も
『
日
本
に
て
は
獣
肉
食
は
不
致
候
問
難
相
成
候
』
と
答
へ

同
二
十
三
日
米
般
か
ら
も
生
牛
一
疋
乞
受
度
き
旨
を
巾
問
た
が
、
之
に
針
し
て
も
所
謂
「
牛
肉
論
誕
百
』
を
奥
へ
て
之
を
拒
絶
し
た
。
共

後
も
再
三
之
が
供
給
を
要
望
し
た
が
、
牛
は
食
料
第
一
の
品
で
あ
り
、
且
病
人
養
生
の
矯
め
に
用
ふ
る
も
の
で
あ
る
と
の
申
出
が
あ

り
、
十
二
月
に
至
り
薬
用
の
た
め
と
あ
ら
ば
彼
等
の
要
求
も
黙
止
し
難
い
か
ら
、
箔
館
に
限
り
別
に
獣
者
場
を
取
建
て
L
阪
弁
に
野

牛
を
飼
立
て
、
出
来
次
第
相
渡
し
て
は
如
何
と
の
議
が
出
て
、
老
中
も
之
を
認
め
た
的
、
野
牛
に
つ
い
て
疑
義
を
生
じ
た
L
め
、
コ
一

年
二
月
の
老
中
の
指
令
で
は
又
逆
戻
り
と
な
っ
て
軍
部
を
供
給
す
る
に
止
め
ん
と
す
る
態
度
に
出
で
わ
。
然
る
に
五
月
に
は
英
人
聞
に

不
穏
の
由
事
あ
り
と
停
へ
ら
れ
、
牛
を
愛
惜
す
る
の
徐
り

H
本
会
園
の
網
を
惹
起
す
恐
れ
あ
り
と
し
、
或
は
彼
等
に
と
り
で
は
牛
は
吾

園
の
米
穀
の
如
し
と
も
考
へ
ら
れ
、
七
月
二
十
五
日
の
老
中
達
は
箔
館
に
限
り
て
生
牛
を
供
給
す
る
こ
と
を
認
め
、
八
月
に
至
り
英

図
の
み
た
ら
や
米
露
悌
各
困
舶
に
も
之
が
供
給
を
許
す
こ
と
弘
、
な
っ
た
ぷ
箱
舘
奉
行
は
四
年
牝
牡
五
十
頭
の
買
入
方
を
南
部
落
に
依

箱
舘
に
於
け
る
依
乏
品
貿
易

第
四
十
六
巻

八
二
五

第
プて
貌

前掲大日本古文書巻十三、 129頁
向上巻十四、 222頁 4) 同上、巻十、!)I9頁
同上、巻十一、日7-'29貰、 zS8]t
向上、巻十二、 163，165頁
向上、巻十三、 336頁
向上、巻十四、 108，II4， 210， 505， 823頁
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箱
館
に
於
げ
る
快
乏
品
貿
易

第
四
十
六
巻

第
六
競

八
二
六

積
し
た
が
、
同
蒋
民
は
牛
を
外
岡
人
に
渡
す
と
聞
い
で
買
上
に
摩
ぜ
や
、
#
昨
夏
よ
り
奉
行
所
に
問
合
せ
、
牧
牛
に
す
る
事
を
確
め
た

後
買
入
れ
家
五
年
箱
飴
に
叫
沿
っ
た
。
奉
行
所
は
之
を
箱
館
に
飼
育
し
、
等
で
軍
川
に
牧
揚
を
開
い
た
が
後
閉
鎖
し
、
牛
を
箱
餅
附
近

に
法
っ
て
飼
育
し
た
と
い
匂
家
も
、
安
政
四
年
四
月
の
箱
館
奉
行
と
米
間
貿
易
事
務
官
ラ
イ
ス

2
5
)
と
の
針
話
害
に
『
昨
年
来
首

所
に
て
家
伺
立
候
間
い
ま
だ
多
分
に
は
無
之
候
得
共
食
料
必
要
丈
け
は
相
渡
差
支
無
之
侠
』
と
あ
る
か
ら
、
逗
K

飼
育
す
る
と
と
A

た
っ
た
も
の
で
あ
る
ω

元
年
五
月
二
十
二
日
の
日
米
和
親
保
約
附
録
第
六
僚
に
ほ
箱
館
に
て
石
炭
宜
供
給
せ
ぎ
る
規
定
が
あ
り

二
年
一
一
一
月
二
十
日
に
は
英
仙
か
ら
石
炭
の
小
一
塊
二
個
社
奉
行
に
防
っ
た
事
資
も
島
る
。
北
八
後
爆
外
岡
舶
か
ら
石
川
氏
の
伏
給
を
求
め
ら

突
に
は
石
山
次
で
あ
る
が
、

れ
て
ゐ
る
が
、
営
所
に
は
無
之
旨
を
答
へ
て
ゐ
る
か
ら
、
首
時
筒
採
掘
さ
れ
て
ゐ
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
笠
三
年
六
月
の
箱

館
奉
行
か
ら
老
中
へ
の
伺
書
に
は
、
賞
時
薪
材
の
伐
採
地
も
次
第
に
遠
く
左
り
、
債
格
も
騰
貴
し
た
の
で
、
石
炭
を
使
用
せ
ば
金
属

熔
鮮
の
た
め
に
も
木
炭
の
代
肘
と
し
て
も
利
盆
で
あ
芯
旨
を
説
き
、
本
島
内
二
三
ケ
所
に
石
炭
山
を
設
見
し
た
か
ら
、

そ
の
試
掘
品

を
箱
館
へ
廻
送
し
て
英
人
に
鑑
定
せ
し
め
た
慮
が
、
雨
露
に
曝
さ
れ
て
膏
泊
少
く
火
力
も
強
烈
左
ら
ざ
る
た
め
、
恭
汽
船
に
は
用
ひ

難
き
も
、
銅
銭
熔
解
・
木
茨
代
用
等
に
は
役
に
立
つ
ぺ
く
、
逗
々
抱
込
め
ば
上
質
の
も
の
も
産
附
す
る
で
あ
ら
う
と
蓮
べ
て
を
h
、

此
頃
よ
り
採
掘
を
決
し
た
も
の
と
忠
は
れ
る
。
然
し
一
年
後
の
四
年
七
月
の
日
米
聞
の
針
話
害
に
は
向
『
石
茨
は
首
地
に
無
之
、
差

向
渡
し
難
し
、
追
島
取
出
候
へ
ば
渡
方
可
相
成
事
と
存
候
』
と
答
へ
て
ゐ
る
か
ら
.
向
供
給
す
る
に
は
至
ら
左
か
っ
た
も
の
と
忠
ム
。

最
初
に
採
掘
さ
れ
た
の
は
釧
路
白
糠
炭
山
で
、
四
年
六
月
か
ら
五
年
四
月
迄
の
採
決
量
は
五
千
九
百
九
十
八
石
八
斗
で
る
っ
た
。
元

町

治
元
年
に
共
採
掘
を
止
め
、
後
志
岩
内
の
茅
間
茨
山
を
採
掘
し
骨
。

開

頁

情

旬

J

2

弓

J

oo 

z
、

7
、

山

町

五

巻

七

円

十

王

二

十

巻
巻

zh吋
第
径

三
害
。
勾
史
書

第
文
口
、
遺
文

史
古
・
四
海
古

道
本
十
十
北
本

海
日
巻
巻
撰
日

北
大
、
、
新
大

撰

掲

上

上

謁

新
前
向
同
引
前

品
別
品
川

z
d，

3ω



最
後
に
然
ら
ば
如
何
友
る
貨
物
が
如
何
た
る
教
室
に
於
て
絞
乏
品
貿
易
の
封
象
と
な
っ
た
か
は
明
か
で
一
泣
い
が
、
「
大
日
本
古
文

書
」
に
る
ら
は
れ
で
ゐ
る
供
給
品
名
を
拾
び
上
げ
て
見
る
と
、
薪
水
・
魚
類
は
白
昼
も
屡
供
給
さ
れ
た
ゃ
う
で
あ
り
.
米
も
一
ヶ
年
四
斗

入
、
一
高
俵
程
度
ま
で
は
供
給
す
る
と
と
が
認
め
ら
れ
て
1
P一
り
、
そ
の
他
食
料
品
と
し
て
は
、
野
菜
・
芋
・
萎
・
味
噌
・
醤
油
・
盤
・
鶏
卵
・

茶
等
が
あ
り
、
煙
車
も
供
給
さ
れ
た
如
く
で
あ
り
、
食
料
品
以
外
の
も
の
に
は
油
・
材
木
・
革
類
・
漆
器
類
等
が
拳
げ
ら
れ
て
ゐ
る
。
石

炭
・
銅
・
鉛
・
水
銀
・
持
脳
等
も
要
求
さ
れ
た
が
、
遁
て
新
産
問
来
せ
ば
供
給
す
ぺ
し
と
答
へ
て
を
hu
、
牛
耳
ホ
も
前
述
の
如
〈
飼
育
の
後

供
給
山
1
7山
と
す
る
考
で
あ
っ
た
a

問
年
九
月
の
う
イ
ス
書
翰
に
米
岡
側
の
必
要
口
問
lc
し
て
場
げ
て
ゐ
る
も
の
は
印
刷
鈴
醤
'
水
・
焚
材
・

プ
j
J
キ

軟
山
本
堅
炭
・
銅
・
茶
・
砂
慌
・
防
。
茶
粉
・
米
・
餓
川
良
・
水
銀
・
鉛
・
牛
肉
・
・
一
致
猪
肉
・
鶏
卵
・
在
…
・
ド
シ
ャ
・
漆
器
・
船
舶
修
繕
用
品
・
諸
職
人
米
入

所
用
口
聞
に
し
て
日
本
人
よ
り
賓
輿
ふ
ぺ
き
諸
品
等
で
あ
っ
た
。
以
上
に
よ
っ
て
大
鰹
の
供
給
口
刊
を
禁
ず
る
こ
と
が
出
来
る
。

(
ハ
)
供
給
方
法
。

供
給
方
法
は
開
港
前
の
場
合
と
大
差
は
友
い
。
剖
ち
外
人
と
商
人
と
の
直
貨
を
許
さ
や
、
品
物
を
御
用
所
又

は
休
息
所
へ
蓮
ば
し
め
、
用
達
商
人
を
し
て
取
扱
は
し
め
た
も
の
で
あ
る
。

一
部
を
一
例
と
し
て
落
に
掲
げ
る
。

と
の
貼
に
つ
き
三
年
九
月
二
十
九
日
の
日
露
針
話
書
の

露
『
士
官
水
夫
等
上
隙
之
節
、
市
脂
に
て
望
之
品
御
用
所
へ
一
々
持
行
、
直
段
取
極
候
様
に
て
へ
高
債
の
品
有
之
仰
は
差
戻
し
方
手
数
も
掛

p
不
都
合

に
付
、
直
市
府
商
人
相
謝
を
以
で
斑
段
差
定
、
御
用
所
に
て
代
銭
相
梯
度
侠
」

日
『
手
数
掛
り
候
儀
無
之
、

一
位
入
用
之
口
問
は
夫
々
御
用
所
へ
申
立
相
渡
し
候
は
勿
論
之
事
、
商
人
相
謝
を
以
品
物
渡
候
儀
ハ
不
相
成
候
』

然
る
に
凶
年
四
月
に
至
り
箱
館
奉
行
は
共
庭
に
永
住
せ
る
役
人
及
そ
の
随
従
者
に
限
り
直
貨
を
許
す
べ
き
こ
と
を
老
中
へ
上
申
し

た
が
、
五
年
二
月
有
の
直
買
を
詐
し
、
ラ
イ
ス
及
そ
の
召
仕
の
異
人
に
隈
り
市
中
に
於
て
諸
口
問
直
覧
す
る
こ
と
を
許
し
た
。
但
通
用

金
銀
弁
金
銀
造
器
の
類
・
武
具
・
日
本
の
緒
闘
・
書
物
類
(
節
用
草
双
帝
之
類
は
不
昔
)
は
賓
渡
す
可
ら
や
と
し
丸
。

一
般
外
人
の
直
貨
を
禁

箱
舘
に
於
け
る
献
乏
品
貿
易

第
四
十
六
巻

丹、

七

第
六
漉

前掲六日本古文書巻十五、 791頁
同上、 895頁
同上、 771-773頁
向上、 108頁
同長、 893貰
向上、径十九、 422頁
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17) 
18) 
19) 
20) 

21) 



箱
館
に
於
け
る
般
乏
品
貿
易

第
六
銑

第
四
十
六
巻

i¥. 

i¥. 

四

守
る
た
め
、
外
人
に
針
し
品
物
の
代
債
を
告
ぐ
る
こ
と
を
も
禁
じ
た
の
?
あ
っ
た
が
、
種
々
の
疑
惑
を
生
じ
た
L

め
、
凹
年
間
五
月

思

土
り
之
が
禁
止
ぜ
解
い
た
が
、
直
買
は
依
然
之
を
認
め
十
、
た
Y

右
の
駐
在
官
支
に
射
し
て
の
み
之
が
除
外
側
を
設
け
た
に
過
ぎ
な
か

っ
た
。供給

口
刊
の
債
格
は
下
回
表
に
沿
け
る
取
引
と
同
じ
く
幾
分
の
割
増
を
た
し
た
。
郎
ち
物
日
間
は
総
て
一
冗
債
に
三
割
五
八
刀
を
加
へ
て
貰

渡
し
、
共
内
二
割
佐
用
建
に
阻
(
へ
一
一
割
五
分
は
官
の
所
得
と
し
た
と
の
設
も
b
る
料
、
四
年
五
月
の
箱
館
奉
行
上
申
書
に
は
『
4
ん
門
誌

迄
は
布
割
増
之
浮
き
金
五
分
を
御
州
遠
に
被
下
、
五
分
は
除
雪
金
に
致
し
‘
異
舶
取
扱
の
諸
入
場
(
に
備
世
候
』
云
々
と
あ
っ
て
必
や

し
も
明
か
で
な
い
。

ま
た
用
達
商
人
か
ら
は
冥
加
金
を
上
納
し
て
ゐ
る
。

と
れ
は
二
年
三
月
に
冥
加
上
納
の
申
出
に
針
し
許
可
を
輿
へ
て
ゐ
る
品
、
同

年
七
月
十
日
の
奉
行
上
申
書
に
は
『
用
達
共
費
出
し
金
之
宇
高
冥
加
上
納
之
義
申
立
(
中
略
)
申
立
之
趣
下
野
一
一
等
承
置
洋
銀
日
々
御
役
所

b
差
出
、
迫
て
御
用
達
'
口
預
け
口
刷
物
代
E
金
銀
相
渡
、
冥
加
納
金
是
又
御
用
達
b
預
け
置
中
民
』
と
る
り
、
九
月
の
上
申
書
に
は
『
営

分
冥
加
上
納
の
分
は
異
般
御
入
用
除
金
に
仕
世
』
冒
と
あ
る
以
内
、
来
し
て
幾
何
額
の
冥
加
金
を
上
納
し
た
も
の
か
、
又
前
辿
の
割
増
資

上
金
の
分
配
と
如
何
友
る
聞
係
に
あ
る
か
も
以
上
の
史
料
の
み
で
は
判
断
し
難
い
。

回

観
乏
晶
貿
易
の
性
質

(4)
僚
約
第
七
像
の
鮮
様
。

安
政
二
年
四
月
=
一
日
来
祉
惜
し
た
米
舶
は
そ
の
積
荷
物
小
筒
羅
紗
共
他
を
貿
易
せ
ん
と
と
を
請
う
た
。

そ
と
で
箱
館
奉
行
は
箱
館
搭
は
船
中
依
乏
品
供
給
の
た
め
に
開
港
さ
れ
た
も
の
で
、
貿
易
は
之
を
許
さ
ピ
る
旨
を
矢
口
へ
た
。
米
航
側

向上、巻十六、 ZZ5頁
新撰北海道史第二巻705買
前稿大日本古文書径十六、 62頁
向上巻十、 278頁
向上、巻十二、 II9頁
向上、巻十三、 2頁

22) 

23) 
24) 

25) 
26) 
27) 



は
和
親
保
約
第
七
僚
に
よ
っ
て
貿
易
を
希
望
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
然
ら
ば
和
親
倹
約
第
七
俸
は
如
何
と
い
ふ
に
吠
の

如
く
記
さ
れ
て
ゐ
る
。

『
一
、
合
衆
闘
の
畑
、
有
岡
濯
に
渡
来
の
時
、
金
銀
銭
位
品
物
を
以
て
、
入
用
の
品
物
相
訓
ひ
候
を
4
4

日
兎
し
候
。
尤
日
本
政
府
の
規
定
に
相
従
可
申
。

H
合
衆
凶
白
州
よ
目
岩
出
候
品
物
を
日
本
人
不
好
し
で
差
返
侠
時
は
受
取
可
申
候
事
。
』

方
の
保
文
に
針
す
る
解
様
は
は
地
問
題
と
な
っ
た
が
、
日
本
側
は
之
に
封
し
て
「
金
交
易
之
筋
に
は
住
之
、
金
銀
嶋
崎
を
以
、
食
料
そ

の
外
四
民
求
方
差
支
候
舶
は
、
此
方
有
川
之
品
物
を
差
出
候
J

持
政
、
此
巴
町
民
も
賓
に
金
銀
銭
業
支
仮
は
ピ
日
間
物
差
出
候
と
も
h

又
は
不
足

の
八
刀
は
訂
代
鋭
治
て
差
位
候
て
も
立
放
U

日
ア
ピ
中
川
~
‘
へ
た
コ
米
防
口
金
銀
時
間
不
足
た
り
と
て
之
に
代
る
ぺ
ま
品
物
の
見
本
を
捉
川
し
た

が
、
日
本
側
は
共
等
の
品
物
は
不
則
友
り
と
し
て
受
け
や
、
米
般
は
か
く
て
は
必
用
品
を
求
め
得
ざ
る
旨
を
申
立
て
た
の
で
、
快
乏
口
問

は
奉
行
所
よ
り
給
す
る
と
と
ミ
し
、
供
給
に
到
す
る
報
酬
と
し
て
米
副
土
産
口
聞
を
差
泣
く
こ
と
L

た
り
、
羅
紗
副
木
綿
類
を
差
出
し

た
と
い
ム
r

共
後
渡
来
し
た
米
艦
提
督
ロ
ウ
ジ
ャ

1
ス
は
右
第
七
僚
を
以
て
貿
易
を
許
す
も
の
と
主
張
し
、
箱
舘
奉
行
は
い
づ
れ
江

戸
表
へ
伺
の
上
拶
挨
す
べ
き
旨
を
公
え
た
が
、
奉
行
の
考
で
は
『
往
k

は
何
れ
に
も
交
易
の
儀
張
て
可
申
立
、
此
方
に
て
は
何
れ
に

も
交
易
之
心
得
に
は
無
之
、
蛍
所
有
合
之
品
を
調
べ
、
代
り
口
問
を
差
置
候
儀
に
付
、
多
少
は
不
論
承
服
候
様
可
仕
哉
、
魯
西
亜
倹
約

に
も
詩
文
之
方
に
は
望
之
品
物
を
緋
や
る
を
許
す
と
有
之
、
必
勝
手
に
取
替
候
心
得
に
可
有
之
と
奉
存
候
』
と
述
べ
て
ゐ
る
。

(
ロ
)
快
乏
品
貿
易
よ
り
通
商
貿
易
へ
。

快
乏
品
貿
易
は
、
我
闘
が
粕
中
扶
乏
日
間
を
供
給
す
る
に
到
し
、
彼
は
金
銀
銭
を
支
梯
ふ

の
が
原
別
で
あ
っ
て
、

一
般
的
交
易
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
従
っ
て
般
答
と
し
て
の
物
と
物
止
の
授
受
は
る
っ
て
も
、
有

無
相
通
や
る
物
と
物
と
の
一
交
日
却
を
認
め
た
も
の
で
は
た
い
。
如
此
一
父
日
却
を
許
し
た
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
営
時
の
長
崎
貿
易
に
ほ
影

箱
館
に
於
け
る
快
乏
品
貿
易

第
六
貌

五

第
四
十
六
巻

i¥. 

九

同上巻十、 496，530頁
同 f:， 496-499， 505-513， 530頁、巻十一、 14u頁
向上巻十一、 260-261頁
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)
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箱
館
に
於
け
る
敏
之
品
貿
易

第
四
十
六
巻

八
三

O

第
六
披

一ー/、

こ
れ
一
万
年
九
月
長
崎
奉
行
が
和
蘭
甲
比
丹
キ
ユ
ル
チ
ユ
ス
へ
通
達
せ
る
書
面
の
一
節
に
『
交

易
之
儀
に
至
り
で
は
日
正
迄
之
通
、
長
崎
港
に
相
限
問
、
同
所
之
規
定
猿
竪
可
相
守
候
』
云
々
と
い
ひ
、
ま
た
十
二
月
十
九
日
の
老
中

響
を
及
ぼ
さ
友
い
も
の
と
し
て
ゐ
る
。

山
速
に
『
豆
島
利
加
舶
下
回
箱
館
南
港
わ
船
繋
之
儀
は
、
全
〈
船
中
快
乏
之
口
問
相
調
候
迄
に
で
.
此
後
種
K

浮
説
等
有
之
候
共
、
長
崎
商

司

貿
方
に
拘
候
儀
無
之
候
閥
、
心
得
遠
不
設
様
粂
て
町
年
寄
共
b
申
識
可
被
置
候
事
』
と
あ
る
所
以
で
あ
ら
う
。
然
し
前
辿
の
如
く
金

銀
銭
不
足
の
た
め
、
外
岡
舶
が
代
金
の
代
り
に
物
口
仰
を
差
出
し
た
例
は
頗
る
多
い
。
安
政
一
一
・
三
岡
年
中
に
受
取
う
た
そ
れ
等
の
品
物

の
う
ち
順
捷
丸
に
て
江
戸
へ
廻
法
し
た
も
の
は
火
の
如
く
で
あ
る
。

描
昨
手
白
金
巾

王L
f:i[ 

ゃ四

十f

事由

止b

【、
r
L

I
F
E
 

f正

東
紗
一
対

p

百
八
照

メ
柏
町
Y

/
九

鮪
木
綿
冠
り

百
反

五

反

自宵

木

車品、

十
八
反
一
丈
八
尺

本官

反

羅

中
形
浮
織
紗

黒
カ
セ
ネ
ッ
ト

反

JJ[ 

金
巾
白
木
綿

一
十
七
反

b.. 
日

1音壁

十
四
鍵

花
色
ジ
ェ
ル
リ

y
r

ピ

ス

ト

ン

五
十
一
寓
九
千

十

箱

一
番
合
褒

百
九
十
樟

二
番
合
薬

一
百
四
十
三
栂

一
番
合
薬

か
〈
て
快
乏
口
問
供
給
は
事
賓
上
は
小
規
模
の
貿
易
と
見
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
師
叫
に
早
〈
二
年
四
月
の
箱
館
奉
行
上
申
書
に
は

米
船
よ
り
の
要
求
多
〈
、
金
銀
銭
少
分
に
て
貨
物
代
り
口
問
と
な
り
交
日
却
に
類
す
る
嫌
あ
り
と
蓮
ぺ
、
一
一
一
年
九
月
の
上
申
書
に
は
、
欧

淵
諸
国
が
互
市
を
希
望
す
る
と
と
は
一
朝
一
夕
の
と
と
に
非
守
、
彼
等
は
昧
乏
日
間
供
給
を
以
て
互
市
左
解
岬
伸
し
て
ゐ
る
が
、
虹
叫
に
修

好
傑
約
締
結
の
上
は
通
商
を
拒
絶
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
『
御
時
勢
御
割
酌
の
上
御
岡
d
も
航
海
互
市
御
悶
有
之
候
外
、
差
向
御

底
置
も
被
震
在
問
敷
哉
に
未
存
候
」
云
々
と
述
べ
て
を
り
、
四
年
六
月
の
上
申
書
に
は
、
米
岡
領
事
ハ
リ
ス
の
要
求
た
る
下
問
港
替

井
に
貿
易
開
始
の
件
に
つ
い
て
も
、
そ
の
要
求
に
畿
従
し
て
貿
易
を
閲
〈
ぺ
き
旨
を
漣
ぺ
て
ゐ
伊
欣
態
で
あ
っ
た
。

要
す
る
に
営
局
で
は
、
依
乏
口
聞
の
杭
給
は
決
し
て
交
易
た
る
佐
賀
を
有
す
る
も
の
で
泣
く
、
物
と
物
と
の
交
易
は
之
を
認
め
ざ
る
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を
原
則
と
し
た
が
、
金
銀
銭
の
代
り
に
品
物
を
以
て
代
料
の
支
携
に
芳
つ
る
こ
と
を
認
め
た
L
め
、
事
賃
上
物
と
物
と
の
交
易
た
る

視
を
呈
し
た
の
み
友
ら
や
、
彼
の
希
望
が
活
商
貿
易
に
在
っ
た
L
め
、
快
乏
品
の
供
給
に
満
足
せ
守
、
交
易
へ
と
務
展
す
る
に
至
つ

た
こ
と
は
営
然
の
成
行
と
い
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
3

い
ふ
迄
も
な
く
、
安
政
五
年
六
月
十
九
日
日
米
油
商
依
約
弁
貿
易
章
程
が
調
印
せ

ら
れ
、
箱
館
は
六
年
六
月
二
日
を
以
て
外
岡
貿
易
揚
と
し
て
関
か
れ
、
刊
紙
に
通
商
貿
易
が
開
始
さ
れ
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。

五

結

言

函
館
k
h
p
H
り
る
紙
芝
品
貿
易
は
大
位
以
上
の
如
く
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
下
回
に
於
け
る
紙
芝
口
問
貿
易
と
大
差
は
友
い
1

似
た
E

下
回

は
通
商
僚
約
締
結
後
は
鍛
治
の
運
命
に
陥
っ
た
が
、
団
常
は
依
然
泊
商
貿
易
機
と
し
て
一
唐
の
設
展
を
途
げ
た
の
で
あ
っ
た
。

ベ
リ

1
来
航
蛍
時
外
人
と
疎
隔
し
て
ゐ
た
市
民
も
、
後
に
は
外
人
に
慣
れ
て
そ
の
風
習
文
化
等
に
接
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る

が
、
安
政
四
年
四
月
五
日
米
凶
貿
易
事
務
官
ラ
イ
ス
が
来
航
し
、
此
庭
に
駐
在
す
る
に
及
ん
で
一
居
の
影
響
を
受
け
た
。
例
へ
ば
ラ

イ
ス
上
陸
以
来
数
十
日
間
の
出
来
事
に
つ
い
て
見
る
も
、
彼
に
よ
っ
て
始
め
て
牛
乳
搾
取
や
西
洋
洗
濯
の
方
法
を
知
り
、
又
農
産
物

種
子
や
豚
肉
等
を
聡
ら
れ
、
縞
羊
飼
養
訟
を
質
し
英
語
を
製
ぷ
機
舎
を
得
た
如
き
そ
の
一
一
別
で
あ
る
。
更
に
産
業
の
方
面
に
つ
い
て

見
る
も
、
既
に
述
べ
た
如
〈
午
・
阪
及
雑
の
飼
養
、

石
炭
の
探
掘
が
始
ま
り
、
近
村
の
農
民
に
馬
鈴
薯
の
耕
作
を
奨
励
し
、
外
岡
帆

般
に
摸
倣
せ
る
函
館
形
と
開
閉
す
る
洋
形
蛤
も
建
造
さ
れ
た
。
と
の
外
ス
ト
1
プ
の
使
用
、
西
洋
曜
白
術
骨
町
田
県
術
の
移
入
の
如
き
も
行
は

れ
た
と
い
ん
。
更
に
注
意
す
ぺ
き
と
と
は
、
多
少
外
人
に
接
し
外
図
の
事
情
を
知
る
機
舎
を
得
た
函
館
奉
行
等
が
進
歩
的
思
想
を
有

し
て
ゐ
た
こ
と
で
、
竹
内
・
堀
岡
奉
行
の
如
き
は
安
政
二
年
四
月
に
既
に
早
く
幕
府
に
向
て
蒸
汽
舶
の
下
渡
を
申
請
し
た
程
で
あ
っ

た
。
後
年
出
貿
易
を
主
張
し
て
亀
岡
九
が
ニ
コ
ラ
イ
ヱ
フ
ス
ク
に
渡
航
し
、
叉
健
順
丸
が

t
海
に
派
せ
ら
れ
た
如
き
も
函
館
奉
行
の

璽
策
に
よ
る
所
で
あ
ん
山
た
。

箱
館
に
於
け
る
依
乏
品
貿
易

第
四
十
六
巻
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